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【研究要旨】 

[研究-1：細胞を利用した薬理作用及び物質検出法に関する研究]] 

 近年、世界各国で新しい合成物質が登場し、新規精神活性物質(New Psychoactive Substances) とし

て流通が拡大しており、乱用に基づく死亡事例などの健康被害は大きな社会問題となっている。わ

が国では、危険ドラッグが代表的な精神活性物質であり、合成カンナビノイドの乱用に基づく健康

被害が多発した。海外では、合成カンナビノイドに加えセロトニン化合物や LSD 誘導体を中心とし

た催幻覚薬の流通拡大が問題となっている。これらの化合物では多くの類縁化合物が登場している

ことから、化学構造に依存する従来型の薬物検出法に加え、迅速かつ包括的な薬物検出法および有

害作用の評価法の導入が必須となっている。本研究では、セロトニン受容体発現細胞を利用して、

セロトニン受容体作用薬や LSD 誘導体の検出とその中枢作用を予測する手法の開発を試みた。更

に、検出の機動性を高める目的で、持ち運び可能な細胞利用による薬物検出器の有用性を検証した。 

[結果] セロトニン受容体の活性強度に関する評価細胞の構築に関しては、CHO-5HT2A受容体発現細

胞にカルシウムセンサータンパク質 GCaMP を導入して、自立蛍光検出細胞となる CHO-5HT2A-

GCaMP 細胞を構築した。本細胞を利用して、セロトニン化合物および LSD 誘導体の 5HT2A受容体

活性について解析した。据え置き型の大型蛍光検出器と持ち運び可能な小型蛍光検出器での検出を

比較検討したところ、同一の結果となった。小型蛍光検出器による危険ドラッグ検出に利用可能な

セロトニン受容体発現細胞の構築およびその培養法と検出のためのプロトコールを作成することが

できた。行動薬理学解析では、セロトニン受容体作用薬や LSD 誘導体により Head-twitch response 

(HTR)が誘発され、HTR 発現強度は 5-HT2A受容体活性強度と相関性が認められた。 

[考察] 本研究では、CHO-5HT2A受容体発現細胞による危険ドラッグの検出について検討した。その

結果、CHO-5HT2A 受容体発現細胞はセロトニン受容体作用薬や LSD 誘導体の検出に利用できるこ

とが明らかになった。本細胞での受容体活性強度と動物実験における中枢作用発現強度は相関性が

認められ、細胞評価データが中枢作用の予測へ応用できることが示唆された。また、本細胞では作

製した小型蛍光検出器による薬物検出も可能であった。小型蛍光検出器の実用化へ向けて、細胞の

培養法、検出のためのプロトコールを作成することができた。持ち運び可能な小型蛍光検出器は、

CHO-5HT2A受容体発現細胞を利用した薬物検出の実効性と利便性を高めるために有用である。 

[結論] 本研究より危険ドラッグのターゲットとなる薬物受容体の発現細胞は、定量・定性的な危険

ドラッグの受容体活性強度の予測に利用可能である。また、行動薬理学的実験との相関性を解析す

ることで、迅速な中枢神経系の有害作用の予測に役立つと考えられる。同様に、受容体の発現細胞

を利用した薬物の検出法は、薬物の化学構造特性に依存しない包括的検出法として有用である。さ
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らに、小型検出器の利用により省スペースでの利用も可能となり、危険ドラッグの発見や救急現場

での原因薬物の検出などに応用が期待される。 

 

 [研究-2：危険ドラッグ関連化合物の合成及びライブラリー構築に関する研究] 

 中枢に作用する麻薬や指定薬物、及び、その類縁体が危険ドラッグとして市中に流通している。

置換基を変更することにより増え続ける未規制の化合物は大変危険であり、社会的な問題になって

いる。本研究ではこれらの精神活性化作用を有する化合物のうち、フェンタニル、及び LSD の誘導

体を化学合成し、分析データも含めてライブラリー化することをめざした。 

[方法・結果] フェンタニル誘導体については、すでに軸不斉を表出させた誘導体の中にエナンチオ

マーの一方がオピオイドμ受容体作動活性、もう一方がアンタゴニスト活性を示すものが見つかっ

ている。軸不斉異性体の絶対配置を明らかにすべく、いくつかの手法を用いて検討し、最終的には

単結晶を得てＸ線結晶構造解析を行った。これにより、作動活性を示す軸不斉異性体はＳ配置、拮

抗活性を示す軸不斉異性体はＲ配置であることがわかった。さらに、軸不斉の有無及びフェネチル

部位について異なる様々なフェンタニル誘導体を合成し、共同研究者に薬理活性を調べていただい

た。このような構造活性相関研究によって 200 種類を超えるフェンタニル誘導体を分析データ含め

てライブラリー化することができた。これにより、まだ十分ではないが、活性を示すために重要な

化学構造を明らかにすることもできた。また、8 種類の置換基が異なる LSD 誘導体を合成し、活性

測定のために共同研究者に提供した。合成の過程で LSD 誘導体の物理化学的性質が明らかになっ

た。すなわち、酒石酸と安定な結晶をつくることができ、遮光が必要であること、インドール部位

の N-アロイル化体はやや不安定であることがあげられる。 

[考察] フェンタニル誘導体については、アニリノ基がアミド部位に対してねじれることがアンタゴ

ニスト活性発現の鍵になると推察しているが、アニリノ基の置換基によっては作動活性が強まるも

のもあり、詳細な検討がさらに必要である。また、LSD 誘導体については、遮光を必要とすること、

インドールの N-アロイル化体は塩基性条件下で脱保護されやすいことから、やや不安定と考えられ

る。また、薬理活性については第 3 級アミンの置換基により、活性が異なることが明らかとなり、

この部位の構造活性相関研究を進める必要があると考える。特に、N-アロイル化体については、創

薬で用いられるプロドラッグを意識した分子設計であるとも予想され、このような高度な創薬の手

法を用いた危険ドラッグが市中に流通していることは大変危険であることから、将来にわたって十

分に備える必要がある。 

[結論] フェンタニル誘導体及び、LSD 誘導体の合成を行った。フェンタニル誘導体については、こ

れまで合成した化合物が合計で 200 種を超え、アゴニスト、アンタゴニストの標準品として提供で

きる化合物ライブラリーを拡充することができた。加えて、構造活性相関研究により、化学構造と

活性の相関性を示すことができた。フェンタニルや LSD の薬理活性や毒性発現を明らかにするうえ

で非常に興味深く、今後のこの分野の発展に重要な情報となる。このような化合物ライブラリーは

世界に唯一の貴重な化合物ライブラリーである。標準品として麻薬取締部や公的な研究機関からの

要望に応じて提供可能であり、危険ドラッグ類の法的な規制強化や薬理活性及び毒性の検討に役立

つと考える。また、化合物の分析データも世界的に貴重であり、麻薬取締部等からの要請に応じて

提供し、微量分析のために活用していただくことができる。 

 

[研究-3：危険ドラッグの有害作用予測：構造活性相関に関する解析] 

危険ドラッグとして流通する麻薬類似物質や覚醒剤類似物質の中枢神経作用や報酬効果は、主と

して動物を用いた行動薬理学的手法により解析されてきた。しかし、ヒトに対する危険ドラッグの
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薬理作用および有害作用を評価する方法は十分に確立されていない。特に危険ドラッグは短期間に

多数出現するため、ヒト神経系を反映した迅速な薬物スクリーニング法の開発が求められている。

そこで本研究では、ヒト由来ドパミン神経細胞を中心とした培養神経細胞系を用い、危険ドラッグ

の神経毒性およびモノアミン神経系に対する薬理作用を評価する in vitro 評価系の構築を目的とし

た。 

[方法] ヒト iPS 細胞由来ドパミン神経および市販のヒトドパミン神経細胞（iCell® DopaNeurons）

を用いて、覚醒剤 methamphetamine（METH）および危険ドラッグ合成カチノン類の神経細胞毒性を

評価した。さらに iCell® DopaNeurons を用いて DAT 取込み阻害作用およびドパミン遊離作用を検

討した。また、セロトニン神経系の評価として、ラット由来 raphe 領域初代培養を用い、SERT 取込

み阻害作用およびセロトニン遊離作用について検討した。 

[結果] METH および合成カチノンは、ヒト iPS 細胞由来ドパミン神経または iCell® DopaNeurons に

おいて濃度依存的な神経細胞毒性を示した。iCell® DopaNeurons では、METH および合成カチノン

により有意な DAT 取込み阻害作用が認められた。ドパミン遊離試験では、METH により有意なド

パミン遊離が確認されたが、合成カチノンでは有意な増加は認められなかった。また、ラット由来

raphe 領域培養では TPH2 陽性細胞が確認され、fluoxetine 処理によりセロトニン遊離の増加が認め

られた。 

[考察] ヒト由来ドパミン神経細胞を用いた評価系は、危険ドラッグや覚醒剤などドパミン神経系を

標的とする薬物の神経毒性および薬理作用を評価する in vitro 系として有用である可能性が示され

た。特に iCell® DopaNeurons において、METH によるドパミン遊離促進作用と合成カチノンによる

DAT 阻害作用が確認されたことから、本細胞系はモノアミントランスポーターに対する薬物作用様

式の違いを識別可能な評価系となる可能性が示唆された。一方、セロトニン神経系については raphe

領域培養を用いた基礎評価を行い、SERT 阻害薬に対する応答が確認されたが、評価条件の最適化

が今後の課題である。以上の結果から、本研究で構築した培養神経細胞系は、危険ドラッグの神経

毒性およびモノアミン神経系作用を評価するスクリーニング系として有用であると考えられる。 

[結論] 本研究では、ヒト由来ドパミン神経細胞を用いた危険ドラッグの有害作用評価系の構築を目

的として、神経細胞毒性およびモノアミン神経系機能を指標とした in vitro 評価法の検討を行った。

その結果、ヒト iPS 細胞由来ドパミン神経において、覚醒剤 METH および合成カチノンは濃度依存

的な神経細胞毒性を示すことが確認された。さらに、iCell® DopaNeurons を用いた評価により、これ

ら薬物は DAT 取込み阻害作用を示し、METH ではドパミン遊離の増加が認められた。一方、合成カ

チノンではドパミン遊離は認められず、薬物作用様式の違いが確認された。また、ラット由来 raphe

領域培養を用いた評価により、セロトニン神経を含有する培養系が構築され、SERT 阻害薬による

セロトニン応答が確認された。以上の結果から、ヒト由来ドパミン神経細胞を中心とした培養神経

細胞系は、危険ドラッグの神経毒性およびモノアミン神経系に対する薬理作用を評価する in vitro ス

クリーニング系として有用である可能性が示された。 

 

[研究-4：コンピュータシミュレーションを利用した薬物受容体活性予測] 

危険ドラッグが依然として大きな社会問題となっている。 それに伴い、 危険ドラッグの速やか

な規制が求められており、そのための迅速な評価法開発が急務となっている。 迅速な評価法構築を

支援するツールとして、インシリコ活性予測法が有効である。本研究では、コンピュータを用いた

化学計算によるインシリコ活性予測を行い、危険ドラッグの規制、特に包括指定の範囲を決めるデ

ータを供することを目的とする。LSD 誘導体の包括指定を行うことを想定し、LSD 誘導体の定量

的構造活性相関（QSAR）解析を行った。 
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[方法] 化学的見地から LSD 誘導体の包括指定を想定した検討対象の選定を行い、文献調査、オー

プンデータベースの利用などによって、QSAR 解析に必要な化合物群の構造と活性値のデータセッ

トを作成した。統合計算化学ソフトウェア MOE を利用し、QSAR 式の構築とその評価を行った後、

得られたモデルを利用して、包括指定の対象となることが想定される LSD 誘導体の活性値を予測

した。 

[結果] （1 年目）LSD の合成経路や、原料となる天然由来化合物の構造などを総合的に判断し、包

括指定が想定される LSD 誘導体の基本構造を決定した。（2 年目）1 年目に想定した LSD 誘導体に

関して、包括指定を想定し、科学的データの収集と QSAR 式の作成を試みた。良好な QSAR 式を得

るために、LSD と同じく 5-HT2A 受容体に強い親和性を持つフェネチルアミン系幻覚剤をトレーニ

ングセットに加えたところ、R2=0.857 と良好な式が得られた。（3 年目）パブリック web-accessible 

database である”BindingDB”を探索し、5-HT2A受容体の親和性を有する化合物群の中から、LSD と構

造類似性の高い化合物群を用いて QSAR 式作成を試みた。LSD 誘導体 25 種をトレーニングセット

とする遺伝的アルゴリズムを利用した解析によって、R2=0.804 と良好な式が得られた。 

[考察] （1 年目）LSD は、麦角菌が産生するリゼルグ酸から合成された半合成アルカロイドである。

LSD はリゼルグ酸の 8β-位カルボキシ基のジエチルアミド誘導体であり、その構造変換はバリエー

ションに富むことが容易に予想できる。また、1 位のインドール窒素原子は化学修飾が容易で、生

体内で代謝酵素による分解が見込まれるため、危険ドラッグ製造の標的部位となる可能性が高い。

また、有機化学的に 2 位の修飾や、6 位の異性体も危険ドラッグ候補であると考え、総合して包括

指定の際に議論される LSD 誘導体を想定した。特に、活性の強弱に与える影響が大きい R1 の範囲

がより重要であると考えられる。（2 年目）LSD 誘導体の活性値は、既知の値が少なく QSAR 解析

をすることは難しい。文献から得た LSD の R1 置換基誘導体 10 種を用いた予備検討では良好なモ

デルを得ることは難しかった。そこで、前述の LSD 誘導体 10 種に加えて、5-HT2A受容体に強い親

和性を持つフェネチルアミン系幻覚剤の活性値を母集団に加えて QSAR 解析を行った。得られた

QSAR 式を用いて、LSD誘導体のうち、研究実施の時点で指定薬物に指定されていた 3化合物（LSZ、

1cP-Al-LAD、MiPLA）の 5-HT2A 受容体に対する親和性を予測した。結果、いずれの化合物につい

ても活性を高く見積もる傾向であった。しかし、値の大小関係は一致した。また、1cP-Al-LAD のよ

うに、活性代謝産物が薬理作用発現に寄与している可能性が高い化合物（LSD の R4 置換基誘導体）

も含まれていたため、検討対象を限定する必要があると考えられた。（3 年目）BindingDB を利用し

て作成した QSAR 式を用いて、LSD 誘導体（R1 の置換基 12 種、R2 の置換基 16 種を組み合わせた

計 192 種；LSD を含む）の活性値を予測したところ、6 位窒素に hexyl 基のような脂肪鎖が結合し

ている群や、phenylethyl 基が結合している群は、特に活性が高い傾向が認められた。得られた予測

値の半数以上は、麻薬に指定される LSD や LSZ と、同等かそれ以上の活性を示す可能性が示唆さ

れたため、今後、実際に予測対象化合物を合成するなどして、QSAR 式の最適化を行うことで、包

括指定への活用を検討できる結果が得られた。今回想定した LSD 誘導体については、一部のみしか

活性値の実験値が得られていないため、今後、作成した QSAR 式の予測精度の評価を進める必要が

ある。 

[結論] 本研究では LSD 誘導体の包括指定を行うことを想定し、コンピュータを用いた化学計算に

よるインシリコ活性予測を行い、危険ドラッグの規制、特に包括指定の範囲を決めるデータを供す

ることを目的とした。1 年目は LSD の合成経路や、原料となる天然由来化合物の構造などを総合的

に判断し、包括指定が想定される LSD 誘導体の基本構造を決定した。2 年目は LSD 誘導体とフェ

ネチルアミン系幻覚剤を使用して、QSAR 式を作成したが、予測精度の向上が必要であった。3 年

目はパブリック web-accessible database から得た LSD 誘導体の活性値をもとに QSAR 式を作成し、
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1 年目に想定した LSD 誘導体含む 192 化合物の活性値を予測した。総合して、今後、実際に予測対

象化合物を合成するなどして、QSAR 式の最適化を行うことで、包括指定への活用を検討できる結

果が得られた。 

 

本研究成果から、危険ドラッグ検出においてターゲット受容体発現細胞を利用した薬物検出シス

テムは、迅速な薬物検出法として有用である。本細胞と小型蛍光検出器の利用により、取り締まり

や救急救命の場面での利用が期待できる。また、本研究で合成を進めたフェンタニルの化合物およ

び LSD 誘導体のライブラリーは世界に唯一の「危険ドラッグライブラリー」である。このような危

険ドラッグライブラリーおよびそのデータベースは、危険ドラッグの法的な規制強化や薬理活性及

び毒性の検討に役立つと考えられる。また、活性未知の誘導体のマトリックスを作成するために、

QSAR によって活性予測を行うにあたり、活性が既知の類縁体のデータが必要である。文献、実験

等より活性既知のデータの収集が重要である。今後は、この危険ドラッグライブラリーを利用して、

細胞を利用した危険ドラッグの有害作用評価および薬物検出システムを進展させていく予定である。

本研究より得られるデータを利用して、危険ドラッグの包括的危険予測のために誘導体のマトリッ

クス作成の精度を上げていく予定である。 

 

 

研究代表者：舩田正彦 

湘南医療大学 薬学部 教授 

 

分担研究者：高橋秀依 

東京理科大学 薬学部 教授 

 

富山健一 

国立精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所 室長 

 

栗原正明 

湘南医療大学 薬学部 教授 

 

A. 研究目的 

 

精神活性物質 (Psychoactive Substances) は、

中枢神経系に作用し、感情や認知などの精神活

動を調整する物質の総称である。規制薬物の麻

薬や覚醒剤、医薬品として利用される向精神薬

に加え、嗜好品として使用されるタバコやアル

コールなどが含まれる。近年、世界各国で新し

い合成物質が登場し、新規精神活性物質(New 

Psychoactive Substances) として流通が拡大して

おり、乱用に基づく死亡事例などの健康被害は

大きな社会問題となっている。 

わが国では、危険ドラッグが代表的な精神活

性物質であり、合成カンナビノイド、カチノン

系化合物およびオピオイド化合物などが引き

続き、指定薬物として規制が進んでいる。危険

ドラッグ蔓延における最大の問題点は、国内で

流通する段階では、その多くが「未規制化合物」

である点である。しかしながら、その作用は麻

薬や覚醒剤と類似した効果を示すのである。 

国内の最近の問題としては、半合成カンナビ

ノイドを含む「大麻グミ」による健康被害や

LSD 誘導体を含む製品使用による飛び降り事

故などが発生しており、深刻な状況である。世

界に目を向けると依然として合成カンナビノ

イドやオピオイド化合物などは新規精神活性

物質として流通が拡大しており、乱用に基づく

死亡事例などの健康被害は大きな社会問題と

なっている。特に、オピオイド化合物について

は、欧米を中心に流通が続いており社会問題と

なっている。オピオイド化合物のなかでもフェ

ンタニル誘導体は、多くの類縁化合物が流通し

ている。米国では、新しい骨格を持つフェンタ

ニル誘導体が流通拡大し、過量摂取による死亡

事例が報告されており、「オピオイド・クライシ

ス」として大きな社会問題となっている。United 

Nations Office on Drugs and Crime（UNODC, 国
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連薬物犯罪事務所) が注意を要する監視対象薬

物として、100 種類を超える新規のフェンタニ

ル誘導体がリストアップされている。オピオイ

ド化合物については薬物依存性の問題も深刻

であることから、新規オピオイド化合物の検出

と有害作用を迅速に推測するための評価方法

を確立することは重要な課題となっている。合

成カンナビノイドおよびオピオイド化合物に

加えて、幻覚作用を示す LSD 誘導体およびセロ

トニン受容体作用薬なども登場しており、標準

品として危険ドラッグのライブラリーを作製

し、有害作用の評価や機器分析による微量分析

法について検討することが急務である。 

同様に、こうした新規合成薬物である危険ド

ラッグ使用により健康被害が発生した場合、救

急医療現場では迅速な薬物検出が必要となっ

ている。危険ドラッグは化学構造の一部が変化

している類縁薬物が多数存在するため、一括で

検出する手法の開発が必要となっている。同様

に、引き続き新しい危険ドラッグが登場するな

か、標準品として危険ドラッグのライブラリー

を作製し、有害作用の評価や機器分析による微

量分析法について検討することが急務である。 

本研究では、危険ドラッグが作用する薬物受

容体等の機能タンパク質に着目し、危険ドラッ

グ検出用細胞を作製ならびに持ち運び可能な

小型検出機器の開発を目的とした。本年度は、

細胞を用いて LSD 誘導体の作用および検出用

の細胞を作出するため、樹立安定株である CHO

細胞を利用して、ヒト-セロトニン 5HT2A受容体

およびカルシウムセンサータンパク質 GCaMP

を導入して、自立蛍光検出細胞となる CHO-

5HT2A-GCaMP細胞を構築した。近年の流通が問

題となっている催幻覚作用を有する LSD 誘導

体の評価を行った。また、細胞を利用した薬物

検出法の実効性と利便性を高める目的で、持ち

運び可能な小型蛍光検出器の作製を試みた。ま

た、危険ドラッグの化合物ライブラリーを作製

し、機器分析による微量分析を行い、化合物ご

とにデータベースを作成した。 

危険ドラッグ規制において、その化学構造に

着目して、置換基のバリエーションと活性の関

連性を精査することで、一括で複数の化合物を

規制する「包括指定」は広範囲の規制が可能に

なるため効果的である。危険ドラッグをターゲ

ットとして、包括指定に資する科学的データを

収集し、その妥当性を検証することが重要とな

る。そのために、コンピュータシミュレーショ

ンを利用した薬物受容体活性予測が必須とな

る。本研究では、危険ドラッグの化学構造に着

目して、物質の中枢作用および細胞毒性の発現

を予測するための評価システムを構築する。

QSAR（定量的構造活性相関）を利用して、動物

の行動薬理学的実験や培養細胞実験から得ら

れる有害作用データと化学構造との相関性を

検証する。ターゲットとする危険ドラッグは、

世界的に流通量が多い LSD とその LSD 誘導体

とした。 

危険ドラッグとして流通する麻薬類似物質

の中枢神経作用や報酬効果などは、動物を用い

た行動薬理学的な解析方法によって評価が可

能となっている。一方で、ヒトに対する危険ド

ラッグの薬理(有害)作用の評価方法については

まだ確立していない。特に、多数の薬物を一斉

に評価する必要がある場合、ヒト由来の機能的

培養細胞を用いた薬物スクリーニング法は、薬

理作用や毒性の強度比較を同一条件下で迅速

に実施することが可能である。そこで、本研究

では、ヒト由来 iPS 細胞よりドパミン神経を誘

導し、市販の樹立されたヒト由来ドパミン神経

細胞と比較しながら、細胞の機能的応答または

毒性発現を指標とする危険ドラッグの新しい

有害作用評価方法の検討をする。 

 

B. 各研究の目的、方法、結果 

 

[研究-1：細胞を利用した薬理作用及び物質検出

法に関する研究] 

     舩田正彦 

 湘南医療大学 薬学部 教授 

 

[緒言] 近年、世界各国で新しい合成物質が登場

し 、新規 精神 活性 物質 (New Psychoactive 

Substances) として流通が拡大しており、乱用に
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基づく死亡事例などの健康被害は大きな社会

問題となっている。わが国では、危険ドラッグ

が代表的な精神活性物質であり、合成カンナビ

ノイドの乱用に基づく健康被害が多発した。海

外では、合成カンナビノイドに加えセロトニン

化合物や LSD 誘導体を中心とした催幻覚薬の

流通拡大が問題となっている。これらの化合物

では多くの類縁化合物が登場していることか

ら、化学構造に依存する従来型の薬物検出法に

加え、迅速かつ包括的な薬物検出法および有害

作用の評価法の導入が必須となっている。本研

究では、セロトニン受容体発現細胞を利用して、

セロトニン受容体作用薬や LSD 誘導体の検出

とその中枢作用を予測する手法の開発を試み

た。更に、検出の機動性を高める目的で、持ち

運び可能な細胞利用による薬物検出器の有用

性を検証した。 

[結果] セロトニン受容体の活性強度に関する

評価細胞の構築に関しては、CHO-5HT2A受容体

発現細胞にカルシウムセンサータンパク質

GCaMP を導入して、自立蛍光検出細胞となる

CHO-5HT2A-GCaMP 細胞を構築した。本細胞を

利用して、セロトニン化合物および LSD 誘導体

の 5HT2A受容体活性について解析した。据え置

き型の大型蛍光検出器と持ち運び可能な小型

蛍光検出器での検出を比較検討したところ、同

一の結果となった。小型蛍光検出器による危険

ドラッグ検出に利用可能なセロトニン受容体

発現細胞の構築およびその培養法と検出のた

めのプロトコールを作成することができた。行

動薬理学解析では、セロトニン受容体作用薬や

LSD 誘導体により Head-twitch response (HTR)が

誘発され、HTR 発現強度は 5-HT2A 受容体活性

強度と相関性が認められた。 

 

[研究-2：危険ドラッグ関連化合物の合成及び

ライブラリー構築に関する研究] 

     高橋秀依 

 東京理科大学 薬学部 教授 

 

[緒言]中枢に作用する麻薬や指定薬物、及び、そ

の類縁体が危険ドラッグとして市中に流通し

ている。置換基を変更することにより増え続け

る未規制の化合物は大変危険であり、社会的な

問題になっている。本研究ではこれらの精神活

性化作用を有する化合物のうち、フェンタニル、

及び LSD の誘導体を化学合成し、分析データも

含めてライブラリー化することをめざした。 

[方法・結果] フェンタニル誘導体については、

すでに軸不斉を表出させた誘導体の中にエナ

ンチオマーの一方がオピオイドμ受容体作動

活性、もう一方がアンタゴニスト活性を示すも

のが見つかっている。軸不斉異性体の絶対配置

を明らかにすべく、いくつかの手法を用いて検

討し、最終的には単結晶を得てＸ線結晶構造解

析を行った。これにより、作動活性を示す軸不

斉異性体はＳ配置、拮抗活性を示す軸不斉異性

体はＲ配置であることがわかった。さらに、軸

不斉の有無及びフェネチル部位について異な

る様々なフェンタニル誘導体を合成し、共同研

究者に薬理活性を調べていただいた。このよう

な構造活性相関研究によって 200 種類を超える

フェンタニル誘導体を分析データ含めてライ

ブラリー化することができた。これにより、ま

だ十分ではないが、活性を示すために重要な化

学構造を明らかにすることもできた。また、8 種

類の置換基が異なる LSD 誘導体を合成し、活性

測定のために共同研究者に提供した。合成の過

程で LSD 誘導体の物理化学的性質が明らかに

なった。すなわち、酒石酸と安定な結晶をつく

ることができ、遮光が必要であること、インド

ール部位の N-アロイル化体はやや不安定であ

ることがあげられる。 

 

 

[研究-3：ヒト iPS 細胞より作成した機能的神経

細胞を用いた危険ドラッグの有害作用の評価] 

富山健一 

国立精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所 室長 

 

[緒言]危険ドラッグとして流通する麻薬類似物

質や覚醒剤類似物質の中枢神経作用や報酬効

果は、主として動物を用いた行動薬理学的手法
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により解析されてきた。しかし、ヒトに対する

危険ドラッグの薬理作用および有害作用を評

価する方法は十分に確立されていない。特に危

険ドラッグは短期間に多数出現するため、ヒト

神経系を反映した迅速な薬物スクリーニング

法の開発が求められている。そこで本研究では、

ヒト由来ドパミン神経細胞を中心とした培養

神経細胞系を用い、危険ドラッグの神経毒性お

よびモノアミン神経系に対する薬理作用を評

価する in vitro 評価系の構築を目的とした。 

[方法] ヒト iPS細胞由来ドパミン神経および市

販のヒトドパミン神経細胞（iCell® DopaNeurons）

を用いて、覚醒剤 methamphetamine（METH）お

よび危険ドラッグ合成カチノン類の神経細胞

毒性を評価した。さらに iCell® DopaNeurons を

用いて DAT 取込み阻害作用およびドパミン遊

離作用を検討した。また、セロトニン神経系の

評価として、ラット由来 raphe 領域初代培養を

用い、SERT 取込み阻害作用およびセロトニン

遊離作用について検討した。 

[結果] METH および合成カチノンは、ヒト iPS

細 胞 由 来 ド パ ミ ン 神 経 ま た は iCell® 

DopaNeurons において濃度依存的な神経細胞

毒性を示した。iCell® DopaNeurons では、METH

および合成カチノンにより有意な DAT 取込み

阻害作用が認められた。ドパミン遊離試験では、

METH により有意なドパミン遊離が確認され

たが、合成カチノンでは有意な増加は認められ

なかった。また、ラット由来 raphe 領域培養で

は TPH2 陽性細胞が確認され、fluoxetine 処理に

よりセロトニン遊離の増加が認められた。 

 

[研究-4：コンピュータシミュレーションを利用

した薬物受容体活性予測] 

     栗原正明 

 湘南医療大学 薬学部 教授 

 

[緒言]危険ドラッグが依然として大きな社会問

題となっている。 それに伴い、 危険ドラッグ

の速やかな規制が求められており、そのための

迅速な評価法開発が急務となっている。 迅速

な評価法構築を支援するツールとして、インシ

リコ活性予測法が有効である。本研究では、コ

ンピュータを用いた化学計算によるインシリ

コ活性予測を行い、危険ドラッグの規制、特に

包括指定の範囲を決めるデータを供すること

を目的とする。LSD 誘導体の包括指定を行うこ

とを想定し、LSD 誘導体の定量的構造活性相関

（QSAR）解析を行った。 

[方法] 化学的見地から LSD 誘導体の包括指定

を想定した検討対象の選定を行い、文献調査、

オープンデータベースの利用などによって、

QSAR 解析に必要な化合物群の構造と活性値の

データセットを作成した。統合計算化学ソフト

ウェア MOE を利用し、QSAR 式の構築とその

評価を行った後、得られたモデルを利用して、

包括指定の対象となることが想定される LSD 

誘導体の活性値を予測した。 

[結果] （1 年目）LSD の合成経路や、原料とな

る天然由来化合物の構造などを総合的に判断

し、包括指定が想定される LSD 誘導体の基本構

造を決定した。（2 年目）1 年目に想定した LSD

誘導体に関して、包括指定を想定し、科学的デ

ータの収集と QSAR 式の作成を試みた。良好な

QSAR 式を得るために、LSD と同じく 5-HT2A受

容体に強い親和性を持つフェネチルアミン系

幻覚剤をトレーニングセットに加えたところ、

R2=0.857 と良好な式が得られた。（3 年目）パブ

リックweb-accessible databaseである”BindingDB”

を探索し、5-HT2A受容体の親和性を有する化合

物群の中から、LSD と構造類似性の高い化合物

群を用いて QSAR 式作成を試みた。LSD 誘導体

25 種をトレーニングセットとする遺伝的アル

ゴリズムを利用した解析によって、R2=0.804 と

良好な式が得られた。 

 

C. 考察 

 

1. 細胞を利用した薬理作用及び物質検出法に

関する研究 

 

本研究では、CHO-5HT2A受容体発現細胞によ

る危険ドラッグの検出について検討した。その

結果、CHO-5HT2A受容体発現細胞はセロトニン
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受容体作用薬や LSD 誘導体の検出に利用でき

ることが明らかになった。本細胞での受容体活

性強度と動物実験における中枢作用発現強度

は相関性が認められ、細胞評価データが中枢作

用の予測へ応用できることが示唆された。また、

本細胞では作製した小型蛍光検出器による薬

物検出も可能であった。小型蛍光検出器の実用

化へ向けて、細胞の培養法、検出のためのプロ

トコールを作成することができた。持ち運び可

能な小型蛍光検出器は、CHO-5HT2A受容体発現

細胞を利用した薬物検出の実効性と利便性を

高めるために有用である。 

 

2. 危険ドラッグ関連化合物の合成及びライブ

ラリー構築に関する研究 

 

フェンタニル誘導体については、アニリノ基

がアミド部位に対してねじれることがアンタ

ゴニスト活性発現の鍵になると推察している

が、アニリノ基の置換基によっては作動活性が

強まるものもあり、詳細な検討がさらに必要で

ある。また、LSD 誘導体については、遮光を必

要とすること、インドールの N-アロイル化体は

塩基性条件下で脱保護されやすいことから、や

や不安定と考えられる。また、薬理活性につい

ては第 3 級アミンの置換基により、活性が異な

ることが明らかとなり、この部位の構造活性相

関研究を進める必要があると考える。特に、N-

アロイル化体については、創薬で用いられるプ

ロドラッグを意識した分子設計であるとも予

想され、このような高度な創薬の手法を用いた

危険ドラッグが市中に流通していることは大

変危険であることから、将来にわたって十分に

備える必要がある。 

 

3. ヒト iPS細胞より作成した機能的神経細胞を

用いた危険ドラッグの有害作用の評価 

 

ヒト由来ドパミン神経細胞を用いた評価系

は、危険ドラッグや覚醒剤などドパミン神経系

を標的とする薬物の神経毒性および薬理作用

を評価する in vitro 系として有用である可能性

が示された。特に iCell® DopaNeurons において、

METH によるドパミン遊離促進作用と合成カ

チノンによる DAT 阻害作用が確認されたこと

から、本細胞系はモノアミントランスポーター

に対する薬物作用様式の違いを識別可能な評

価系となる可能性が示唆された。一方、セロト

ニン神経系については raphe 領域培養を用いた

基礎評価を行い、SERT 阻害薬に対する応答が

確認されたが、評価条件の最適化が今後の課題

である。以上の結果から、本研究で構築した培

養神経細胞系は、危険ドラッグの神経毒性およ

びモノアミン神経系作用を評価するスクリー

ニング系として有用であると考えられる。 

 

4. コンピュータシミュレーションを利用した

薬物受容体活性予測 

 

1 年目：LSD は、麦角菌が産生するリゼルグ

酸から合成された半合成アルカロイドである。

LSD はリゼルグ酸の 8β-位カルボキシ基のジエ

チルアミド誘導体であり、その構造変換はバリ

エーションに富むことが容易に予想できる。ま

た、1 位のインドール窒素原子は化学修飾が容

易で、生体内で代謝酵素による分解が見込まれ

るため、危険ドラッグ製造の標的部位となる可

能性が高い。また、有機化学的に 2 位の修飾や、

6 位の異性体も危険ドラッグ候補であると考え、

総合して包括指定の際に議論される LSD 誘導

体を想定した。特に、活性の強弱に与える影響

が大きい R1 の範囲がより重要であると考えら

れる。2 年目：LSD 誘導体の活性値は、既知の

値が少なく QSAR 解析をすることは難しい。文

献から得た LSD の R1 置換基誘導体 10 種を用

いた予備検討では良好なモデルを得ることは

難しかった。そこで、前述の LSD 誘導体 10 種

に加えて、5-HT2A受容体に強い親和性を持つフ

ェネチルアミン系幻覚剤の活性値を母集団に

加えて QSAR 解析を行った。得られた QSAR 

式を用いて、LSD 誘導体のうち、研究実施の時

点で指定薬物に指定されていた 3 化合物（LSZ、

1cP-Al-LAD、MiPLA）の 5-HT2A 受容体に対す

る親和性を予測した。結果、いずれの化合物に
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ついても活性を高く見積もる傾向であった。し

かし、値の大小関係は一致した。また、1cP-Al-

LAD のように、活性代謝産物が薬理作用発現に

寄与している可能性が高い化合物（LSD の R4

置換基誘導体）も含まれていたため、検討対象

を限定する必要があると考えられた。3 年目：

BindingDB を利用して作成した QSAR 式を用

いて、LSD 誘導体（R1 の置換基 12 種、R2 の置

換基 16 種を組み合わせた計 192 種；LSD を含

む）の活性値を予測したところ、6位窒素にhexyl

基のような脂肪鎖が結合している群や、

phenylethyl 基が結合している群は、特に活性が

高い傾向が認められた。得られた予測値の半数

以上は、麻薬に指定される LSD や LSZ と、同

等かそれ以上の活性を示す可能性が示唆され

たため、今後、実際に予測対象化合物を合成す

るなどして、QSAR 式の最適化を行うことで、

包括指定への活用を検討できる結果が得られ

た。今回想定した LSD 誘導体については、一部

のみしか活性値の実験値が得られていないた

め、今後、作成した QSAR 式の予測精度の評価

を進める必要がある。 

 

D. 結論 

 

本研究より危険ドラッグのターゲットとな

る薬物受容体の発現細胞は、定量・定性的な危

険ドラッグの受容体活性強度の予測に利用可

能である。また、行動薬理学的実験との相関性

を解析することで、迅速な中枢神経系の有害作

用の予測に役立つと考えられる。同様に、受容

体の発現細胞を利用した薬物の検出法は、薬物

の化学構造特性に依存しない包括的検出法と

して有用である。さらに、小型検出器の利用に

より省スペースでの利用も可能となり、危険ド

ラッグの発見や救急現場での原因薬物の検出

などに応用が期待される。 

化合物ライブラリーの作製：フェンタニル誘

導体及び、LSD 誘導体の合成を行った。フェン

タニル誘導体については、これまで合成した化

合物が合計で 200 種を超え、アゴニスト、アン

タゴニストの標準品として提供できる化合物

ライブラリーを拡充することができた。加えて、

構造活性相関研究により、化学構造と活性の相

関性を示すことができた。フェンタニルや LSD

の薬理活性や毒性発現を明らかにするうえで

非常に興味深く、今後のこの分野の発展に重要

な情報となる。このような化合物ライブラリー

は世界に唯一の貴重な化合物ライブラリーで

ある。標準品として麻薬取締部や公的な研究機

関からの要望に応じて提供可能であり、危険ド

ラッグ類の法的な規制強化や薬理活性及び毒

性の検討に役立つと考える。また、化合物の分

析データも世界的に貴重であり、麻薬取締部等

からの要請に応じて提供し、微量分析のために

活用が可能となる。今後、犯罪現場において本

分析法及び分析データを装備したラマン分光

測定機器を用いることができれば、現場の警察

官等によっても、迅速かつ簡便に違法薬物を鑑

定することが可能になる。本研究で作製した危

険ドラッグ化合物ライブラリー及びそのデー

タベースは世界に唯一であり、麻薬取締部の鑑

識業務に活用できる。また、生物活性の検討に

も役立つと考える。 

本研究では、ヒト由来ドパミン神経細胞を用

いた危険ドラッグの有害作用評価系の構築を

目的として、神経細胞毒性およびモノアミン神

経系機能を指標とした in vitro 評価法の検討を

行った。その結果、ヒト iPS 細胞由来ドパミン

神経において、覚醒剤 METH および合成カチノ

ンは濃度依存的な神経細胞毒性を示すことが

確認された。さらに、iCell® DopaNeurons を用い

た評価により、これら薬物は DAT 取込み阻害作

用を示し、METH ではドパミン遊離の増加が認

められた。一方、合成カチノンではドパミン遊

離は認められず、薬物作用様式の違いが確認さ

れた。また、ラット由来 raphe 領域培養を用い

た評価により、セロトニン神経を含有する培養

系が構築され、SERT 阻害薬によるセロトニン

応答が確認された。以上の結果から、ヒト由来

ドパミン神経細胞を中心とした培養神経細胞

系は、危険ドラッグの神経毒性およびモノアミ

ン神経系に対する薬理作用を評価する in vitro

スクリーニング系として有用である可能性が
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示された。 

本研究では LSD 誘導体の包括指定を行うこ

とを想定し、コンピュータを用いた化学計算に

よるインシリコ活性予測を行い、危険ドラッグ

の規制、特に包括指定の範囲を決めるデータを

供することを目的とした。1 年目は LSD の合成

経路や、原料となる天然由来化合物の構造など

を総合的に判断し、包括指定が想定される LSD

誘導体の基本構造を決定した。2 年目は LSD 誘

導体とフェネチルアミン系幻覚剤を使用して、

QSAR 式を作成したが、予測精度の向上が必要

であった。3 年目はパブリック web-accessible 

database から得た LSD誘導体の活性値をもとに

QSAR 式を作成し、1 年目に想定した LSD 誘導

体含む 192 化合物の活性値を予測した。総合し

て、今後、実際に予測対象化合物を合成するな

どして、QSAR 式の最適化を行うことで、包括

指定への活用を検討できる結果が得られた。 

本研究成果から、LSD 誘導体など危険ドラッ

グについて、細胞を利用した薬物検出システム

は、迅速な薬物検出法として有用であり、小型

蛍光検出器の併用により取り締まりや救急救

命の場面での利用が期待できる。また、本研究

で合成を進めたフェンタニルの化合物および

LSD 誘導体のライブラリーは世界に唯一の「危

険ドラッグライブラリー」である。このような

危険ドラッグライブラリーおよびそのデータ

ベースは、危険ドラッグの法的な規制強化や薬

理活性及び毒性の検討に役立つと考えられる。

また、活性未知の誘導体のマトリックスを作成

するために、QSAR によって活性予測を行うに

あたり、活性が既知の類縁体のデータが必要で

ある。文献、実験等より活性既知のデータの収

集が重要である。今後は、この危険ドラッグラ

イブラリーを利用して、細胞を利用した危険ド

ラッグの有害作用評価および薬物検出システ

ムを進展させていく予定である。本研究より得

られるデータを利用して、危険ドラッグの包括

的危険予測のために誘導体のマトリックス作

成の精度を上げていく予定である。 

 

 

E. 健康危険情報 

  

 本研究は、危険ドラッグの中枢作用、毒性お

よび乱用実態把握に関する研究であり、結果は

すべて健康危険情報に該当する。 
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